
⑴　２０１１年１月２４日

全日本金属情報機器
労  働  組  合（JMIU）
日本アイビーエム支部
東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F　〒107-0052
TEL.：03-3583-9037
FAX.：03-5562-0853

定価 月 500円

か　　　い　　　な　　　　　　　　　　第２１７５号 ２０１１年１月２４日 か　　　い　　　な　　　　　　　　　第２１７５号　⑷

★本紙掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。

バンド８の
リストラが多発、
組合に加入して
雇用を守ろう

ホームページアドレス  http://www.jmiu-ibm.org e-mail アドレス  jmiu-ibm@i.bekkoame.ne.jp

――――　日本ＩＢＭグループ社員の方のみ回答ください　―――――――――――――

★2005年10月3日会社発表の「人事改革」が、その後次々と実行され、2008年末はハイパフォ

ーマンスカルチャー推進の名の下に、約1,500人の社員が会社を去りました。リストラは現在

も継続しており、今年から2015年株価200ﾄ゙ﾙ達成に向けた施策の中で、人員削減によるさらな

る大幅なコスト削減策が行われます。組合は、このような会社の行き過ぎた利潤追及に労働者

保護のための警鐘を鳴らし、誰しもが信頼し会え、協調性を持って仕事ができる会社にすべく

取り組んでいます。

6. 継続的リストラについて
　　(1) 徹底した成果主義を進め、格差拡大を広げていますが、このような会社の施策は、将来の会社に

　　　　どう影響すると考えますか。 

　　　　① 会社は成長する　　② 会社は衰退する。　　　 ③ わからない

　　(2)  会社が十分利益をあげている中での継続的リストラについてどう思いますか

　　　　① 必要だと思う。② 必要ない　 　　　③ わからない

　　(3) 日本のマネジメントは、米国や外人トップに意見できていると思いますか

　　　　① そう思う。　　② そうは思わない　 ③ わからない

　　(4) 日本の業績が悪いことに対して、トップが責任を取っていると思いますか

　　　　① そう思う。　　② そうは思わない　 ③ わからない

　　(5) メンタル疾患後職場復帰した人に、段階的復帰するプログラムがないことについてどう思いますか。

　　　　①仕方がない　　② 問題である　　　 ③ わからない

　　(6)　以前に比べメンタル疾患の人が増加しています。ＩＢＭはその巣窟であるという医者もいます。

　　　　メンタル疾患の予防も含めた会社の対応についてどう思いますか

　　　　① 十分である　　②改善の余地がある　　③対応してない。　　④わからない

　　(7) 会社は、個人業績が悪いことに連動させて解雇を考えていますがどう思いますか

　　　　① 仕方がない　　② 問題である　　　 ③ わからない

　　(8)ＰＣ型（有期雇用）社員は、希望者はレギュラー社員（無期雇用）にすべきである。

　　　　① そう思う　　② そう思わない　　　 ③ わからない

7.昇進・昇給について
　　(1) ラインの裁量で決まるＰＢＣ評価の方法について納得できますか

　　　　① 納得できる　　③納得できない　　　③わからない

　　(2) Ｂａｎｄ７以下の減給についてどう思いますか

　　　　① 納得できる　　③納得できない　　　③わからない

　　(3) 業績改善と称したプログラムを通して、減給、降格人事が実施されています。この施策について

　　　　どう思いますか。

　　　　① 賛成　　　　　② 反対　 　　　　　 ③ わからない

　　(4) 賞与はすでにローンが払えなくなる人が続出するほど格差が拡大する中で、会社は最低保障給(年

　　　　齢別)を廃止しましたがこの施策に対してどう思いますか

　　　　① 問題あり　　　② 問題なし　　　　　③ わからない

8. その他、会社の人事制度・・退職金制度（ＣＢ、ＤＣ)、シニア・エキスパ

ート制度、裁量勤務制などについてご意見をお聞かせください。

◆その他、リストラに関する問題、職場で改善したい問題、組合に対する要望、ご意見などを自由にお聞

かせください。

ＩＢＭの「人事改革」に関するアンケート
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と
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憲
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３
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ノ
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さ
せ
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ご協力ありがとうございました。

組合ウェブサイトからも回答できます。http://www.jmiu-ibm.org


